
学校評価アンケート（保護者用） 

＜結果＞ 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

＜分析＞ 

保護者アンケートからの分析では「９．いじめや問題行動の早期発見、早期対応に努めてい

る」に関して、“３・４”の回答が５４。５％と他のアンケートと比べて低い。ただし、“わか

らない”という答えが多いことから、保護者からは学校がそういったことをしているかどうか

がわかりにくいともいえる。大きくアピールできることではない以上、知りえた情報をできる

だけ早く対応に努めていく姿勢を続けていく必要がある。また、“４”の回答が低かったものと

して、「９」以外では「７、清掃や施設の整備に努め、美しい教育環境をつくっている」であ

り、清掃活動の充実も必要だが、特に色々な部分の破損も目立つことから、教育環境の整備に

もちからを入れる必要がある。また、「１５．わかりやすい授業づくり努めている」も“４”の

割合が低いといえる。“３”との合計で考えると７０％近くではあるもののどのような授業をし

ているかということの発信も必要なのかもしれない。 

一方、「３．保護者からの問い合わせや来校に対して、ていねいに対応している。」「４．懇談

会や授業参観、説明会の回数や時期は適当である」「１６．通知表などを通じて、生徒の学習の

達成度をわかりやすく示している」は“３・４”の割合が高く保護者にとって見えやすいこと

に対する評価は高く、その意味では「２．通信やホームページなど、様々な手段で、学校の様

子や必要な情報を、保護者に適切に発信している。」では“３・４”で８０％近くではあるが、

細かな情報の発信が必要になってくるのではないかと考える。 

 また、保護者アンケートが一回目の期日の回答が１７７件であり、全家庭の５０％程度であ

った。その後、延長の通知を行った結果、２５１件の回答が集まった。アンケートの周知の期

間や方法を見直す必要があると考える。 


